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マイクロブーディン地質古応力計における赤池情報量規準を用いたモデル選択
AIC model selection in microboudin palaeo-piezometer
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マイクロブーディン構造とは岩石変形構造の一つである。この構造は岩石中の鉱物が変形によって割れて離れ、その
間隙を周囲の基質が流動して埋めることで出来る。特に石英質もしくは石灰質な基質中に存在する柱状鉱物 (例えば、電
気石、角閃石、紅簾石)がマイクロブーディン構造を示す場合において，これをマイクロブーディン地質古応力計として
利用できる。マイクロブーディン地質古応力計は柱状鉱物の縦横比とマイクロブーディン構造の存在率の関係を弾性モ
デルによって表現し、これまで困難であった岩石が高温高圧変形を受けた際の応力値を定量的に推定することを可能とし
た。しかし、構造地質学において、高温高圧下での岩石の変形は粘性モデル、特にニュートン流体に近似して取り扱われ
るのが一般的である。そこで、本発表では、弾性モデルと粘性モデルではどちらが縦横比とマイクロブーディン構造の
存在率の関係を説明するモデルとしてふさわしいのか赤池情報量規準 (AIC) による検証を行なったので報告する。測定
データは西オーストラリア、東ピルバラ地域の花崗岩体周辺に産する９つの石英片岩 (メタチャート)中の計 6171粒の電
気石を測定して得たものを利用する。結果として、全てのサンプルで弾性モデルが選択された。従って、マイクロブー
ディン地質古応力計のモデルとしてふさわしいのは弾性モデルであると結論付けられる。

キーワード: マイクロブーディン構造,地質古応力計,赤池情報量基準,モデル選択
Keywords: Microboudin structure, palaeo-piezometer, AIC, Model selection

1/1


